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三角形 ABCについて，BCを 3：4に内分する点を D，CAの中

点を E，ADと BEの交点を G，CGと ABの交点を Fとすると，

GD＝9，GE＝14，GF＝15 であった。このとき，三角形 ABC

の面積を求めよ。 

 

（解）三角形 ABCにチェバの定理を適用すると 
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また，AG，BG，CG を求めるためにメネラウスの定理

を適用すると 
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次に，GEの延長上に点 Hを EG＝EHとなるようにとると，EA＝ECであるから 

四角形 AGCHは平行四辺形となるので，AH＝GC＝35 

また，GH＝14＋14＝28であるから， 

三角形 AGEにおいて AG：GH：HA＝21：28：35＝3：4：5 

よって AG2＋GH2＝HA2が成り立つので，三角形 AGHは直角三角形となる。 
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